
Ⅰ－２ 教職員の服務→

内 容 関係法令の規定

服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなけれ地公法第31条
ばならない。

法令等及び上 職員は、その職務を遂行するに当つて、法令、条例、地方公
職

地公法第32条
司の職務上の 共団体の規則及び地方公共団体の機関の定める規程に従い、且つ、上司の

務 命令に従う義 職務上の命令に忠実に従わなければならない。
上 務
の ＊職務命令は、上司から部下の職員に対して発する命令で、職員の職務の遂行につ
義 いての命令の他、職務の遂行に関連して必要な身分上の命令を含む。
務

職務に専念す 職員は、法律又は条例に特別の定がある場合を除く外、その地公法第35条
る義務 勤務時間及び職務上の注意力のすべてをその職責遂行のために用い、当該

地方公共団体がなすべき責を有する職務にのみ従事しなければならない。

信用失墜行為 職員は、その職の信用を傷つけ、又は職員の職全体の不名誉地公法第33条
の禁止 となるような行為をしてはならない。

秘密を守る義 職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職地公法第34条
務 を退いた後も、また、同様とする。

＊「秘密」とは、一般に了知されていない事実であって、それを一般に了知せしめ
ることが一定の利益の侵害になると客観的に考えられるものである。

政治的行為の 職員は、政党その他の政治的団体の結成に関与し、若しくは地公法第36条
制限 これらの団体の役員となつてはならず、又はこれらの団体の構成員となる

ように、若しくはならないように勧誘運動をしてはならない。

公立学校の教育公務員の政治的行為の制限については、当分教特法第18条
の間、地方公務員法第三十六条の規定にかかわらず、国家公務員の例によ
る。

身 前項の規定は、政治的行為の制限に違反した者の処罰につき国家公務員２
分 法（昭和二十二年法律第百二十号）第百十条第一項の例による趣旨を含む
上 ものと解してはならない。
の
義 職員は、政党又は政治的目的のために、寄附金その他の利国公法第102条
務 益を求め、若しくは受領し、又は何らの方法を以てするを問わず、これら

の行為に関与し、あるいは選挙権の行使を除く外、人事院規則で定める政
治的行為をしてはならない。

職員は、公選による公職の候補者となることができない。２
職員は、政党その他の政治的団体の役員、政治的顧問、その他これらと３

同様な役割をもつ構成員となることができない。

＊教職員も国民の一人として思想の自由、表現の自由は保障されている。しかし、
公立学校の教育公務員については、その職務と責任の特殊性にかんがみ、地方公
務員法によらず、国家公務員法及び同法に基づく人事院規則により、強い規制が
加えられている。

争議行為等の 職員は、地方公共団体の機関が代表する使用者としての住民地公法第37条
禁止 に対して同盟罷業、怠業その他の争議行為をし、又は地方公共団体の機関

の活動能率を低下させる怠業的行為をしてはならない。又、何人も、この
ような違法な行為を企て、又はその遂行を共謀し、そそのかし、若しくは
あおってはならない。

営利企業への 職員は、任命権者の許可を受けなければ、商業、工業又は金地公法第38条
従事等の制限 融業その他営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の

団体の役員その他人事委員会規則（人事委員会を置かない地方公共団体に
おいては、地方公共団体の規則）で定める地位を兼ね、若しくは自ら営利
を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若しくは事務に
も従事してはならない。

教職員の服務資料①



 

 

 

「府立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針」の概要 
＜勤務時間の上限時間＞  ※給特法第７条第１項の指針と同じ 
【原則】 上限の目安時間 
     時間外在校等時間 ①１か月 45 時間   ②１年間 360 時間 
【特例】 児童生徒等に関わる臨時的な特別の事情により勤務せざるを得ない場合 
     時間外在校等時間 ①１か月 1000 時間未満  ②１年間 720 時間 

※複数月平均 80 時間以内、月 45 時間超は年間６か月以内 
 

 
 
 
教職員が職務上の課題を認識して主体的に職務に取り組み、評価者がその職務遂行状況を公正かつ客

観的に評価することにより、教職員の育成及び資質能力の向上を図り、学校組織の活性化に資すること

を目的として実施している。 
 
○ 評価の概要 

「Ｃ」を一般的な評価の段階として「Ｂ」「Ａ」の加点方式による３段階の絶対評価により行う。 
 

評価項目 評価項目の定義 
能 力 職務遂行の過程で発揮された力 
実 績 目標の達成度合い 

意 欲 目標達成に対する取組姿勢を重要な観点とした

職務への取組姿勢 
  ※｢意欲｣は、「能力」及び「実績」共通の評価項目 

○ 評価の流れ 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

学 校 目 標 

自己目標の設定（当初面談） 年度当初 

自己目標達成に向けた取組 

自己目標の追加及び変更があった場合、中間面接の実施 

自 己 評 価 （ 前 期 ・ 後 期 ） 

評価者 評価（前期・ 後期） 

本 人 開 示 （ 最 終 面 談 ） 改善と新たな目標設定 年度末 

服 務 監 督 権 者 

→ Ⅲ－１－(2) チーム学校 
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→ Ⅲ－１－(2) チーム学校 

教職員の人事評価 

府立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針 



  

 
【小学校】 
  学習指導要領（平成 29年告示）における特別活動の内容は、次のとおりである。 

  学級や学校における生活上の諸問題の解決 
   (1)学級や学校における 学級内の組織づくりや役割の自覚 
     生活づくりへの参画 学校における多様な集団の生活の向上 
   
●学級活動  基本的な生活習慣の形成 
   (2)日常の生活や学習への適応と よりよい人間関係の形成 
     自己の成長及び健康安全 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
                                            食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成  
   

現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成  
     (3)一人一人のキャリア形成 

と自己実現 
社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解 
主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用 

   
 

 (1)児童会の組織づくりと児童会活動の計画や運営 

●児童会活動 (2)異年齢集団による交流 

 (3)学校行事への協力 

   
 

 
●クラブ活動 
                 

(1)クラブの組織づくりとクラブ活動の計画や運営 

(2)クラブを楽しむ活動 

(3)クラブの成果の発表 

 

 

 (1)儀式的行事 入学式、卒業式、始業式、終業式、修了式、朝会など  
 (2)文化的行事 学芸会、学習発表会、作品展示会、音楽会、鑑賞会など  
●学校行事 (3)健康安全・体育的行事 健康診断、避難訓練、運動会、球技大会など 
 (4)遠足・集団宿泊的行事 遠足、修学旅行、野外活動、集団宿泊活動など 
 
 

(5)勤労生産・奉仕的行事 飼育栽培活動、校内美化活動、地域社会・公共施設の清掃活動、福祉施設との交流活動など  

【中学校】 

学習指導要領（平成 29 年告示）における特別活動の内容は、次のとおりである。 

 (1)学級や学校における 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

 生活づくりへの参画 学級内の組織づくりや役割の自覚 

  学校における多様な集団の生活の向上 

   

  自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成  

  男女相互の理解と協力 

●学級活動 (2)日常の生活や学習への適応と 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応  

 自己の成長及び健康安全 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 

  食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 
   

  社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度  

  の形成と学校図書館等の活用 

 (3)一人一人のキャリア形成 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成 

 と自己実現 主体的な進路の選択と将来設計 

→ Ⅳ－２－(10) 特別活動 
   

資料④

 特別活動の内容 



  

 (1)生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営 

●生徒会活動 (2)学校行事への協力 

 (3)ボランティア活動などの社会参画 

 

  (1)儀式的行事 入学式、卒業式、始業式、終業式、修了式など 

  (2)文化的行事 文化祭、作品発表会、音楽会、鑑賞会、講演会など 

●学校行事  (3)健康安全・体育的行事 薬物乱用防止指導、避難訓練、運動会、競技会、球技会など 

  (4)旅行・集団宿泊的行事 修学旅行、野外活動、集団宿泊など 

  (5)勤労生産・奉仕的行事 職場体験、各種の生産活動、上級学校・職場への訪問・見学、 

  全校美化の行事、地域社会への協力、ボランティア活動など 

 

【高等学校】 

 学習指導要領（平成 30年告示）における特別活動の内容は、次のとおりである。 

 (1)ホ ー ム ル ー ム や 学 校 に お ホームルームや学校における生活上の諸問題の解決 

    ける生活づく りへの参画 ホームルーム内の組織づくりや役割の自覚 

  学校における多様な集団の生活の向上 

   

  自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成 

  男女相互の理解と協力 

●ホーム (2)日常の生活や学習への適応 国際理解と国際交流の推進 

ルーム活動   と 自 己 の成 長 及 び 健 康 安全 青年期の悩みや課題とその解決 

  生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立  

   

  学校生活と社会的・職業的自立の意義の理解 

 (3)一人一人のキャリ 主体的な学習態度の確立と学校図書館等の活用 

   ア形成と自己実現 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成 

  主体的な進路の選択決定と将来設計 

   

 (1)生徒の組織づくりと生徒会活動の計画や運営 

●生徒会活動 (2)学校行事への協力 

  (3)ボランティア活動などの社会参画 

  

  (1)儀式的行事 入学式、卒業式、始業式、終業式、修了式など 

  (2)文化的行事 文化祭、音楽会、鑑賞会、講演会など 

●学校行事  (3)健康安全・体育的行事 薬物乱用防止指導、避難訓練、体育祭、球技大会など 

  (4)旅行・集団宿泊的行事 遠足、修学旅行、野外活動、集団宿泊など 

  (5)勤労生産・奉仕的行事 美化活動、就業体験、生産活動、地域社会への協力、ボランティア活動など 

   

    



Ⅳ－５－(1) 基本的な考え方→

、 （ ） 、 。障害は 世界保健機関 ＷＨＯ では 下図に示す諸要素の相互関係で表されている

健康状態(Health Condition)

変調 病気(Disorder/Disease)/

心身機能・身体構造 活動(Activities) 参加(Participation)

(Body Functions･Body Structures)

背景因子(Contextual Factors)

Ａ 環境的なもの(Environmental Factors)

Ｂ 個人的なもの(Personal Factors)

障害は、機能障害などによる日常生活での活動の制約や、就職など社会参加の制限に

関連するが、それだけで障害は理解されるものではない。健康状態と、環境または個人

的な背景因子との間の相互作用あるいは相互関係として表す必要があるとされている。

各因子間の関係は極めて多様で複雑であり、図式の単純な理解は避けなければならない

が、各因子のレベルの変化に応じて障害の質や程度も変化するのである。

医療の進歩や交通手段における障害対応機能の改良（環境因子）が、身体障害者の健

、 、康状態の改善や移動能力の拡大につながり 活動制約や参加制限の緩和や減少を通じて

障害の改善・克服をもたらすのは、その一例である。

（ 国際生活機能分類（ＩＣＦ) ）「 」

資料⑤ 「 」世界保健機構 国際生活機能分類(ＩＣＦ)



中丹支援学校

中丹教育支援センター

向日が丘支援学校

向日が丘相談・支援センター

南山城支援学校

南山城相談支援センター

八幡支援学校

地域支援センターやわた

舞鶴支援学校
（舞鶴支援学校行永分校）

舞鶴支援学校地域支援センター
トータルサポートセンター（TSC）

城陽支援学校

地域支援センター
「サポートＪＯＹＯ」

与謝の海支援学校

丹後地域教育支援センター
よさのうみ

聾学校舞鶴分校

京都府北部
聴覚支援センター

「地域支援センター」「京都府スーパーサポートセンター（SSC）」
による地域への支援

各府立特別支援学校に設置する地域支援センターにおいて、児童生徒の障害や発達に関して来校相談や巡回に

よる相談を実施しています。盲学校、聾学校、城陽支援学校は府内全域を対象に障害種別による相談を、その他の
地域支援センターでは各通学区域を対象にして相談を実施しています。
さらに京都府の特別支援教育の拠点として宇治支援学校内に京都府スーパーサポートセンター（SSC）を設置し、

重層的に相談支援を行っています。

丹後教育局

中丹教育局

山城教育局

乙訓教育局

南丹教育局丹波支援学校

たんば地域支援センター

盲学校

京都府視覚支援センター

聾学校

京都府聴覚支援センター

宇治支援学校

地域支援センターうじ

京都府スーパーサポートセンター
(SSC)

→ Ⅳ－５－(2) 京都府における特別支援教育
→ Ⅳ－５－(3) 障害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育

資料⑥



就学先が決定するまで

就学時の
健康診断

市町（組合）教育委員会保護者

通級指導教室の活用

小・中学校へ就学

通常の学級

視覚障害

聴覚障害

知的障害

肢体不自由

病弱・身体虚弱

特別支援学校へ就学交流及び
共同学習

ご家庭に届く就学通知は、地域の小・中学校に
就学する場合はお住まいの市町（組合）教育委
員会から、特別支援学校に就学する場合は京
都府教育委員会から送付されます。

市町（組合）教育委員会の就学相談のほかに、京都府教育委員会でもお子さんの就学
についてお悩みの保護者に対し、「京都府就学巡回教育相談」を実施しています。

平成25年9月1日 障害の状態等を踏まえた総
合的な観点から就学先を決定する仕組みに改
正されました。

ポイント

まずはお子さんの発達や障害の状況を正し
く理解することです。次にどんな「学びの場」
があるのかを知ることが大切です。

教育支援委員会等では、障害の状態、
教育上必要な支援の内容、地域にお
ける教育の体制の整備の状況、本人・
保護者の意見、専門家の意見、その
他の事情から、最も適当と思われる就
学先を総合的に判断します。

市町（組合）教育支援委員会による就学相談の実施

保護者の意向

総合的な判断による就学先の決定

特別支援学級

府巡回

交流及び
共同学習

資料⑦
→ Ⅳ－５－ (2) 京都府における特別支援教育



児童生徒の障害の種類・程度と就学の判断

１ 視覚障害

６ 言語障害、自閉症・情緒障害及び発達障害等

２ 聴覚障害

３ 知的障害

４ 肢体不自由

５ 病弱・身体虚弱

①両眼の視力がおおむね０．３未満
②視野狭窄等が高度の視機能障害

拡大鏡等の使用によっても通
常の文字等の認識が不可能
又は著しく困難な程度

小・中学校

特 別 支 援 学 校
（視覚障害）

両耳の聴力レベルが
おおむね６０デシベル以上

補聴器等の使用によっても通常の
話声の理解が不可能又は著しく困難
な程度

小 ・ 中 学 校

特 別 支 援 学 校
（聴覚障害）

①知的発達の遅滞があり、意思疎通が困難で日常生活で頻繁に援助を必要
とする程度
②上記の程度に達しない場合 社会生活への適応が著しく困難な

程度

小 ・ 中 学 校

特 別 支 援 学 校
（知的障害）

①補装具によっても歩行、筆記等、日常生活の基本的動作が不可能又は困難
な程度
②上記の程度に達しない場合

常時医学的な観察指導を必要とする
程度

小 ・ 中 学 校

特 別 支 援 学 校
（肢体不自由）

①慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患、
神経疾患、悪性新生物等の病弱者
②身体虚弱者

継続して医療又は生活規制を
必要とする程度

小 ・ 中 学 校

特 別 支 援 学 校
（病 弱）

障害の種別や状態に応じて、小・中学校の特別支援学級における教育や通級指導教室による指導及び通常の学級における指導等

様々な指導形態により教育を行う。

※ 上記基準の１～５に該当しなければ、特別支援学校の小・中学部へ就学することはできません。
該当したお子さんのうち、市町（組合）教育委員会が特別支援学校へ就学することが適当と認めたとき、特別支援学校に就学

することとなります。

教育支援委員会（就学指導委員会）
特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒に対し、一人一人のニーズに応じた適切な就学先を決定することは、

極めて重要なことです。 この役割を担っているのは、市町（組合）及び都道府県の教育委員会です。 市町 （組合）
や都道府県の教育委員会は、保護者との相談を重視し、保護者や専門家の意見を聴くなどして、適切に行う必要が
あります。

このために、市町（組合）及び都道府県の教育委員会には、医師、教育職員、児童福祉施設職員など各分野の専
門家で構成する 『教育支援委員会』等が置かれています。京都府教育委員会においても、就学先の決定について悩
んでいる保護者に対して京都府就学巡回教育相談を行っています。

資料⑧ → Ⅳ－５－(2) 京都府における特別支援教育



○ 学校保健委員会

・休憩時間等の遊びや運動

・学校生活の情緒的雰囲気

・学校環境の美化

・学習環境の整備

・校舎内外の美化

・施設設備の衛生管理及び安全点検

○ 学校環境の美化等情操面への配慮

○ 家庭との連携

○ 健康相談　　○ 保健指導

○ 健康生活の実践状況の把握及び規正

○日常生活における指導や子どもの実態に応じた個別指導

○ 特別活動

○ 学級活動・ホームルーム活動　

→　Ⅳ－６－(2)　学校保健

○ 学校行事

○ 児童会活動・生徒会活動、クラブ活動等

○ 地域の関係機関・団体との連携及び学校間の連携

○ 関連教科（体育科、保健体育科、生活科、理科、家庭科、技術・家庭科、道徳科等）

○ 教職員の組織、協力体制の確立（役割の明確化）

○ 学校生活の管理

○ 救急処置（応急手当等）

○ 疾病予防　　○ 生活習慣の形成

・健康に適した日課表の編成

○ 健康観察　　○ 健康診断（保健調査）

・学校環境衛生検査（定期、日常）とその事後措置

○ 学校環境の安全・衛生的管理

○ 総合的な学習の時間・総合的な探究の時間
保
健
教
育

学
校
保
健

対
人
管
理

心身の管理

生活の管理

学校環境の管理

組織活動

対
物
管
理

保
健
管
理

学校保健の領域・内容資料⑨



Ⅳ－６－(3) 学校安全・危機管理→

●各教科における安全に関する学習

(体育科・保健体育科、生活科、社会科、理科、家庭科、技術・家庭科、道徳科等)

●総合的な学習の時間・総合的な探究の時間における安全に関する学習安

全

●自立活動における安全に関する学習(特別支援学校)教

育

●特別活動 ●学級活動・ホームルーム活動における安全指導

●学校行事等における安全指導

●児童会活動・生徒会活動等における安全指導

●日常の学校生活での指導や個別指導

学

校

●事故災害発生の要因となる心身の状態の把握、分析安

全 心身の安全

●日常の行動観察管理

●救急処置（応急手当等）と事故災害発生時の救急体制

対 人 管 理

●学校生活（安全な生活の実践状況の把握）

・休憩時間等（校庭などの使用等）

・始業前、放課後

・教科の学習安 生活や行動

・学校行事全 の安全管理

・クラブ活動、部活動管

●校外生活理

・通学路の設定と安全確保

・危険箇所（区域）の指定と遊びや運動の規則等

・自転車交通安全教育

●校舎内外の施設設備の安全点検と事後措置

・定期・臨時の安全点検対 物 管 理 学校環境

・日常の安全点検安全管理

●学校環境の美化等情操面への配慮

●教職員の組織、協力体制の確立

(危険等発生時対処要領の作成と活用等)

●家庭との連携組 織 活 動

●地域の関係機関・団体との連携及び学校間の連携

●学校安全委員会(学校安全に関する連携会議)

資料⑩
学校安全の体系・内容



資料⑪

資料⑫ 学校における食物アレルギー対応の基本的な考え方

学校給食の目標

① 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。
② 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことが
できる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。

③ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。
④ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生
命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

⑤ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解
を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。

⑥ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。
⑦ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

(学校給食法第２条）

① 食物アレルギーを有する児童生徒が、安全で安心な学校生活を送ることができる
（安全の確保）。

② 食物アレルギーを有する児童生徒においても、学校給食の時間及び食物を扱う学
習活動等を安全にかつ楽しんで過ごすことができる（ＱＯＬ【Ｑuality Ｏf Ｌife】
の向上）。

③ 教育委員会の方針に基づき、校長のリーダーシップにより、学校全体で組織的に
対応する。

④ 教職員全員が研修等の実施により、食物アレルギーに関する正しい知識を身に付
ける。

⑤ 児童生徒の食物アレルギーに対する理解を深める。
⑥ 保護者との共通理解を図るとともに、連携し、情報を共有する。
⑦ 緊急時に適切な対応を行う（適切な事故対応）。

（「学校等における食物アレルギー対応の手引」京都府教育委員会 平成29年３月

追記：第８章 まわりの児童生徒への指導及び関連法等 平成31年３月）

→ Ⅳ－６－(4) 学校給食

→ Ⅳ－８－(1)、(2)、(4) 学級・ホームルーム経営の在り方と実際



【食に関する指導の目標】

（知識・技能）

食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生

活に関する知識や技能を身に付けるようにする。

（思考力・判断力・表現力等）

食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断した

りできる能力を養う。

（学びに向かう力・人間性等）

主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等に関

わる人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能

力を養う。

【食育の視点】

◇ 食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する 【食事の重要性】。

◇ 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自

ら管理していく能力を身に付ける 【心身の健康】。

◇ 正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断でき

る能力を身に付ける 【食品を選択する能力】。

、 。【 】◇ 食べ物を大事にし 食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもつ 感謝の心

◇ 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける 【社会性】。

◇ 各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。

【 】食文化

「 」 ）( 食に関する指導の手引－第二次改訂版－ 文部科学省 平成31年３月

資料⑬

食に関する指導の目標

→ Ⅳ－８－(1)、(2)、(4) 学級・ホームルーム経営の在り方と実際

→ Ⅳ－９－(7) 食育



 
 
 
 

資料⑭ 

→ Ⅳ－７－（４）エ 児童虐待への対応 

学校における虐待対応の流れ 

～通告まで～ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→ Ⅳ－７－（４）エ 児童虐待への対応 資料⑮ 虐待リスクのチェックリスト 



 
 
 
 
 
 
 
 

→ Ⅳ－７－（４）エ 児童虐待への対応 
資料⑮ 
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動
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で
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体
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、
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た
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っ
て
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。
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動
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８
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５
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６
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７
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者
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・
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他
の
遊
び
と
動
線
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
り
す
る
。

 
・
 
秋
の
自
然
と
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
色
づ
い
た
葉
や
ど
ん

 
 
ぐ
り
な
ど
の
実
を
種
類
ご
と
に
分
け
て
入
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具
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絵
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目
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置
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運
動
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友
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。
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。
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。
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友
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。
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友
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。
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ら
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
、
木
の

 
 
 
葉
や
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
挑
戦
す
る
。

 
○
 
運
動
会
の
経
験
を
表
現
す
る
。

 
 
・
 
運
動
会
で
経
験
し
た
こ
と
を
話
し
た
り
、
ご
っ
こ
遊
び
を
し

た
り
す
る
。

 
 
・
 
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
絵
に
表
現
す

 
 
 
る
。

 
○
 
活
動
の
区
切
り
や
終
わ
り
の
集
ま
り

 
 
・
 
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
友
達
と
共
有
し
た
り
活
動
の
流

 
れ
や
必
要
な
も
の
の
見
通
し
を
も
っ
た
り
し
て
次
の
遊
び
へ

 
の
意
欲
を
も
つ
。

 

○
 
リ
レ
ー
遊
び
を
す
る
。

 
 ○
 
秋
の
自
然
と
遊
ぶ
。

 
 ○
 
運
動
会
の
経
験
を
表
現
す
る
。

 
 ○
 
終
わ
り
の
会

 
 

○
 
リ
レ
ー
遊
び
を
す
る
。

 
 ○
 
秋
の
自
然
と
遊
ぶ
。

 
 ○
 
運
動
会
の
経
験
を
表
現
す
る
。

 
 ○
 
終
わ
り
の
会

 
 

教 師 の 援 助
 

○
 
リ
レ
ー
遊
び
に
必
要
な
用
具
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
幼
児
と

 
 
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
幼
児
の
思
い
や
考
え
を
引
き
出
し
整
理
す

 
 
る
。

 
○
 
自
分
で
作
っ
て
遊
ん
で
み
よ
う
と
す
る
興
味
が
わ
く
よ
う

 
 
に
、
秋
の
コ
ー
ナ
ー
に
来
た
幼
児
と
サ
ン
プ
ル
作
品
で
一
緒
に

 
 
遊
ぶ
。

 
○
 
運
動
会
で
経
験
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
表
現
し
た
く
な
る

 
 
よ
う
に
、
用
具
や
写
真
を
見
て
幼
児
と
話
し
た
り
、
ご
っ
こ
遊

 
 
び
を
し
て
み
た
り
す
る
。

 
○
 
活
動
の
区
切
り
や
終
わ
り
の
集
ま
り
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
経

 
験
し
た
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
学
級
で
共
有
す
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
遊
び
が
発
展
す
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

 

○
 
リ
レ
ー
の
人
数
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
チ
ー
ム
分
け
に
つ
い

 
 
て
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
幼
児
の
話
合
い

 
 
に
入
る
。

 
○
 
幼
児
の
作
っ
た
作
品
を
秋
の
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
す
る
こ
と
に
よ

 
 
り
、
他
の
幼
児
の
興
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
。

 
○
 
絵
の
具
の
色
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
幼
児
の
思
い
を
十
分
に
表

 
 
現
さ
せ
る
。

 
○
 
活
動
の
区
切
り
や
終
わ
り
の
集
ま
り
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
経
験
し

 
た
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
学
級
で
共
有
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

 
遊
び
が
発
展
す
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

 
 

○
 
チ
ー
ム
分
け
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る
。
ど
う

 
 
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
楽
し
め
る
か
を
考
え
さ
せ
る
こ

 
 
と
に
よ
り
、
ル
ー
ル
に
気
付
か
せ
た
い
。

 
○
 
穴
を
空
け
た
ド
ン
グ
リ
と
毛
糸
を
用
意
し
て
、
コ
ー
ナ
ー
に
置

 
 
い
て
お
く
。

 
○
 
新
た
に
、
運
動
会
の
表
現
活
動
に
参
加
す
る
幼
児
が
多
い
と
思

 
 
わ
れ
る
た
め
、
十
分
に
運
動
会
の
経
験
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う

 
 
に
、
お
話
を
し
た
り
ご
っ
こ
遊
び
を
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
声
を

 
 
か
け
る
。

 
○
 
活
動
の
区
切
り
や
終
わ
り
の
集
ま
り
で
は
、
お
話
を
し
て
い
る

 
友
達
の
顔
を
見
て
反
応
で
き
る
よ
う
に
座
席
を
円
陣
に
す
る
。

 
 

 
 

記 録
 

・
 

反 省
 

○
 
リ
レ
ー
遊
び

 
 
 
ル
ー
ル
を
ほ
ぼ
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
３
度
走
る
こ
と
が

 
 
で
き
た
。
自
然
に
チ
ー
ム
が
均
等
に
分
か
れ
た
。
明
日
は
人
数

 
 
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
チ
ー
ム
分
け
の
方
法
を
考
え
さ

 
 
せ
た
い
。

 
○
 
秋
の
コ
ー
ナ
ー

 
 
 
サ
ン
プ
ル
と
よ
く
似
た
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
満
足
し
て

い
た
。
自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
様
々
な
作
品
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
た
い
。

 
○
 
運
動
会
の
表
現
活
動

 
 
 
自
分
た
ち
の
踊
っ
た
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
年
長
児
の
組
体

 
 
操
の
ご
っ
こ
遊
び
を
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
友
達
と
話

し
な
が
ら
、
５
色
の
絵
の
具
と
筆
で
色
画
用
紙
に
描
い
て
い
た
。 

 
国
旗
を
描
き
た
が
っ
て
い
た
が
、
色
が
な
か
っ
た
。
準
備
し
た

 
 
い
。

 
○
 
活
動
の
区
切
り
や
終
わ
り
の
集
ま
り

 
Ｂ
の
気
分
が
悪
く
な
っ
た
た
め
、
十
分
に
時
間
が
と
れ
な
く
な

 
っ
た
。
明
日
は
十
分
に
時
間
を
確
保
し
た
い
。

 

○
 
リ
レ
ー
遊
び

 
 
 
準
備
な
ど
は
自
分
た
ち
で
で
き
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
気
の
合

 
 
う
友
達
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
チ
ー
ム
分
け
も
う
ま
く
い
っ
て
い
た
。 

 
だ
ん
だ
ん
仲
間
が
増
え
、
う
ま
く
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、 

 
幼
児
の
話
合
い
の
中
に
入
り
、
幼
児
の
思
い
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

 
 
チ
ー
ム
分
け
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
。

 
○
 
秋
の
コ
ー
ナ
ー

 
 
 
ど
ん
ぐ
り
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
た
が
っ
て
い
た
。
穴
の
空
い
た

 
 
ド
ン
グ
リ
を
準
備
し
た
い
。

 
○
 
運
動
会
の
表
現
活
動

 
 
 
昨
日
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
幼
児
の
作
品
が
完
成
し
た
。
終
わ
り

 
 
の
会
で
見
せ
た
り
教
室
に
掲
示
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
達
成
感

 
 
を
味
わ
わ
せ
る
と
と
も
に
他
の
幼
児
の
興
味
が
わ
く
よ
う
に
し
た

 
 
い
。

 
○
 
活
動
の
区
切
り
や
終
わ
り
の
集
ま
り

 
 
 
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
教
師
と
の
一
対
一
対
応
で

 
 
あ
っ
た
。
友
達
の
顔
を
見
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
座
り

 
 
方
を
工
夫
し
た
い
。

 

 
 

 

週
案
は
、
日
案
と
の
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
の
実
態
に
合
わ
せ

て
各
園
で
工
夫
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
こ
の
週
案
で
は
、「

ね
ら
い
」
や
「
内
容
」
に
つ
い
て
、「

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育

っ
て
ほ
し
い
姿
」
と
の
関
連
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
前
週
の
幼
児
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
週
全
体
を
通
し
た
生
活
の
流
れ
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
。
ま
た
、
毎
日
、
幼
児
の
様
子
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
録
し
、
教
師
が
反
省
し
た
こ
と
を
次

の
日
の
環
境
の
構
成
や
教
師
の
援
助
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 
 
環
境
の
構
成
の
欄
は
、
こ
の
週
の
生
活
の
流
れ
を
作
り
出
す
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な

事
柄
を
記
入
す
る
。
ま
た
、
記
録
と
反
省
を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
に
よ
り
柔
軟
に
環
境

を
再
構
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 
 
予
想
さ
れ
る
活
動
の
欄
は
、
記
録
や
反
省
に
よ
っ
て
環
境
の
構
成
を
見
直
し
、
そ
の
環

境
に
関
わ
っ
て
幼
児
が
つ
く
り
出
す
活
動
を
予
想
し
て
記
入
す
る
。

 
 
今
日
の
指
導
を
振
り
返
り
、
環
境
を
再
構
成
し
、
一
日
一
日
の
幼
児
の
生
活
の
流
れ
を

予
想
す
る
こ
と
を
日
々
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

 
 

週案例（幼稚園） → Ⅵ－６ 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価 
 資料⑯ 

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿

 
〈
体
〉
健
康
な
心
と
体
 
 
 
 
 
 
 
〈
思
〉
思
考
力
の
芽
生
え

 
〈
立
〉
自
立
心
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
自
〉
自
然
と
の
関
わ
り
・
生
命
尊
重

 
〈
協
〉
協
調
性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
数
〉
数
量
や
図
形
、
標
識
や
文
字
な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚

 
〈
道
〉
道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え
 
〈
言
〉
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い

 
〈
社
〉
社
会
生
活
と
の
関
わ
り
 
 
 
 
〈
表
〉
豊
か
な
感
性
と
表
現

 



  

              

 

日時 令和○○年○○月○○日（○） 担任 ○○ ○○ 
組     ４歳児    もも組     

ねらい ・ 好きな遊びを見付け、友達と一緒に

楽しむ。〈協〉 
・ 思いや考えを言葉で伝えようとす

る。（言） 

内容 ・ 戸外で楽しんで遊ぶ。 
・ 友達との関わりを楽しむ。 
・ 自分の考えたことや思ったことなど

を相手に伝える。 
時間 環境の構成 予想される幼児の活動 教師の関わり 

8:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 好きな戸外での遊びが見

付けられるように遊具や

道具を目に触れるように

準備しておく。 

 

   砂山遊び 

   （水が運べる道具） 

   泥団子づくり（カップ） 

   秋のコーナー 

   （穴を空けたドングリ） 

   （友達の作品） 

   （秋の図鑑） 

   虫の観察 

   （かご）（網） 

   リレー 

   （輪）（じょうろ） 

○登園する。 

・ 教師や友達とあいさつ

を交わす。 

・ 持ち物の始末をする。 

○好きな遊びを始める。 

・ 砂山とトンネル 

・ 水路作り 

・ 秋のコーナー 

・ 虫の観察 

・ リレー 

 

 

・ 一人一人と笑顔であい

さつを交わし、健康状態

を視診する。 

・ 持ち物の始末が終わっ

たら、スモックを着用す

るように声をかける。 

・ 幼児の様子を受け止め、

幼児が何をして遊びた

いのかを把握し、好きな

遊びが楽しめるように

声をかけるなど援助す

る。 

・ 幼児の目に付きやすい

ように昨日の作品を教

室に展示する。 

・ 連絡帳等に目を通し、家

庭からの連絡事項や帰

りの方法を確認する。 

・ ・欠席する幼児の状況を

把握する。 

10:30 

 

 

☆別紙 

 指導案参照 

  

 

10:30 

 

 
 

11:00 

 

 
 

11:30 

・ 幼児の思いをくみ取りな

がら明日の遊びへと継続

しそうなものは、置き場所

等を確保する。 

・ 落ち着いて椅子に座り思

ったり感じたりしたこと

をゆっくり交流できる雰

囲気をつくる。 

・ 持ち帰るものを忘れてい

ないか確認する。 

・ 降園班から離れて帰る幼

児は職員室に集合させ待

機させる。（絵本・折り紙） 

○片付けをする。 

○排泄、手洗い、うがいをす

る。 

 ・お茶を飲み、休息をとる。 

○降園の準備をする。 

○終わりの会をする。 

 ・歌を歌う。 

 ・お話をする。 

 ・絵本を見る。 

 

○降園をする。 

 ・集団降園する幼児はコー 

  ス毎に集まる。 

・集団で降園しない幼児は 

 職員室で、絵本を読んだ 

 り折り紙を折ったりして 

 待つ。 

 

・ みんなで協力して片付

けられるように声をか

ける。 

・ 文章にして話せない幼

児には、教師が促したり

補ったりして、思いが友

達に伝わる楽しさを味

わわせるようにする。 

・ 自分がしたことや他の

幼児がどのような活動

をしたのか話をしたり

聞いたりすることで、友

達を意識し、今日一日の

達成感を味わえるよう

にする。 

・ 降園時の家庭からの連

絡事項を確かめる。 

 
反省 
・ 

評価 

 

※今日のねらいに沿った振り返りのポイント例 

(幼児) 

・ 友達と一緒に好きな遊びを楽しむことができたか。 

・ 思いや考えを言葉で伝えようとすることができたか。 

(教師) 

・ 幼児が友達と活動する楽しさを味わうことができるように援助できていたか。 

・ 幼児が思いや考えを伝えられるように援助できていたか。 

 

この日案は、一日の流れを時系列に整理し、環境の構成と予想さ

れる活動の両面から考えるものである。 
 ねらいをどのように達成するのかという具体的な教師の援助を

予想される幼児の活動に対応して記入するとよい。 
適切に教師が援助するためには、環境の構成を具体的にイメージ

することが大切である。 
登園から降園まで、具体的にていねいに文章で表現することによ

り、保育のねらいや流れ、環境の構成に必要な教材や教師の関わり

などが鮮明にイメージできる。 
今日の中心になる活動については、別紙に指導案として、園庭や

保育室のそれぞれの場所で、どのように活動が展開されるのかを予

想し、図や文章で表現する工夫も考えられる。 
また、適切な環境の構成や教師の援助のためには、実際に展開さ

れた幼児の生活の姿を記録に残していくことが必要である。さら

に、それを「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と関連させて

捉え、日案の下欄に反省や評価を記入する工夫も考えられる。ねら

いに沿って、今日の指導や援助、環境の構成はどうであったか振り

返りたい。 
 それぞれの園の実態や特色によって、形式や表現の仕方を工夫す

ることが望まれる。 

日案例（幼稚園） 
→ Ⅵ－６ 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価 

資料⑰ 



  

令和○年○月○日（○）        指導案  ５歳児 白組  担任名○○ ○○ 
予想される幼児の活動   ☆環境構成  ▲教師の関わり〈 〉育ってほしい姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記録・反省・評価 
○ どろんこ遊び 
・ Ａのグループの中へ入れて欲しそうなＢ。Ｂの思いを教師が代弁しすぎてしまった。 
 明日は、Ｂ自身が言葉で伝える方法を援助したい。 
・ Ａは木ぎれを船に見立てて遊び始めた。船が抵抗なく水路を進むようにしたい様子で 
 あった。そのためには、どうすればよいのか試行錯誤する幼児を支援したい。一度にた

くさんの水が運べるように一輪車とバケツを準備し、砂場の道具入れの前に出しておき

たい。 
○ リレー遊び 
・ Ｃが自分の思い通りにリレーを進めていた。Ｄ・Ｅがチーム分けの不公平さに気付き

始めているが、Ｃに伝えるまでには至らなかった。明日は、遊びの様子を見守りながら、

Ｄ・Ｅの思いを引き出したい。 
・・・（後略）・・・ 
 
 

正門 

テーブ

ル 
 

 
保育室 

 
保育室 

 
保育室 

ジ ャ ン

グ ル ジ

ム 

太

鼓

橋 

 
        はたけ 

鉄

棒 

ブ

ラ

ン

コ 

 
築山  

砂場 どろんこ遊び 
☆ ダイナミックに遊び込めるよ

うに、スコップ、たらい、バケ

ツ、ペットボトル、塩化ビニー

ルの筒、大小の木ぎれを用意し

ておく。 
▲ 思いを表現する方法に幼児が

気付けるように、声をかけた

り、一緒に考えたりする。〈表〉 
 
 

 山を作り、トン

ネルをほり、水を

流してみたいな

あ。 

チョコレート工場遊び 
☆ チョコレートを作りやすいよ

うに水を運ぶバケツ、一輪車な

どを用意する。 
☆ トッピングの材料として木の

実、木の葉、乾いた砂を用意し

コーナーを作り置いておく。 
▲ チョコレートの種類を思い出

しイメージがわくように、声を

かける。〈思〉 
 
 

 ミルクチョコ

が作りたいな

あ。ナッツ入り

がつくりたい！ 

リレー遊び 
☆ 自分たちでリレ

ーに必要なもの

を準備する。 
☆ ルールやチーム

分けについて常

に話し合えるよ

うにする。 
▲ ルールを考えた

り、チーム分けを

したりする中で、

みんなが楽しく

遊べるためには、

公平なルールが

必要なことに気

付くようにする。 
〈協〉 

 

この指導案は、日案の一部を取り出し、戸外の活動

において幼児が興味のある活動を展開する場面の指導

計画の例である。 
 それぞれの場所における幼児の活動を予想し、環境

の構成を工夫している。さらに、その際、何をねらい

として、どのように教師が幼児に関わるのかも具体的

に計画することが大切である。 
 記録や反省・評価の欄が少ないが、別紙に記入する

など工夫するとよい。 
 また、一人一人の幼児の活動をそれぞれ予想し、一

人一人についてのねらいや教師の関わり、環境の構成

を記入した指導の計画も重要である。 
 個々の幼児と集団の関わりを意識した指導計画を工

夫することが望まれる。 

バッタさがし 
☆ 虫かごや網を４組ずつ用意する。（学級の

数） 
☆ テーブルにクロスをかけ、バッタのページ

を開け、昆虫の図鑑を置いておく。 
▲ 幼児の簡単な疑問は、幼児が自分で気付き、

解決できるように、一緒に図鑑を見ながら

話をする。〈自〉 
 
 

 ぼくの

チームは

いつも負

けてばか

りいる～。

くやしい

なあ。 

 このバ

ッタの名

前は？ 
 何を食

べている

の？ 

指導案例（幼稚園） 
→ Ⅵ－６ 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価 

資料⑱ 



  

【記録例】令和○年○月○日  №２        記録者      ○○ ○○ 
幼児の姿（事実） ◎教師の見取り  ☆教師のはたらきかけ 

  

（続き）  

Ａ： Ｂと言い合いをした後、段ボールの中にもぐ  
  りこむ。 ☆ Ａの視界に教師はいるが、声はかけない。 

Ａ： なかなか出てこない。時々、段ボールを蹴っ ◎ 教師が声をかけ、解決してくれるのをＡは待 

  て大きな音を出している。  っている。 

Ａ： 約１０分後、段ボールから顔を出しままごと  

  の様子を時々見ている。 ◎ 周りの様子が気になり、出て行く機会をうかが 

Ｃ： Ｂや他の幼児は次々とごちそうを作り、教師  っている。 

  や友達に振る舞っている。  

 ☆ 「赤い実がほしいなあ。」とＡに聞こえるよう 

Ａ： 「ぼく、赤い実あるところ知ってる！」  に大きな声を出す。 

  段ボールから飛び出し、赤い実を取りに外に行  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

(1) 記録を工夫する 
幼児を理解し、評価する手掛かりの一つとして、幼児の生活する姿を記録に残すことが 

必要になる。記録の視点や方法に一定の形式はない。記録を残す習慣をつけるとともに、
既成の形にとらわれることなく記録の方法を工夫することが大切である。 

例えば、エピソードを記録する方法、週案や日案の用紙を使って記録する方法、個人票
や例示した記録の用紙を活用する方法など、記録の目的なども考えながら工夫したい。 

(2) 記録から読み取る 
 幼稚園においての評価は、個々の幼児の心の動きや発達を理解することによって、より 
よい保育を生み出すためのものである。保育を改善するためには、その記録から何を読み
取るのかが大切な意味をもつ。 

  ① 個々の幼児の生活の変化を読み取る。 
  ② 幼児の姿を生み出した状況を捉える。 
  ③ 教師の指導の意図を読み取る。 

 子どもがどのように遊びを刺激され、教師がその過程にどのように関わったのかが見え
るように記録を取り、その記録を蓄積していくことが大切である。 

(3) 多くの目で分析・評価する 
一人の教師の目に映ったそれぞれの幼児の姿は、幼児のごく一部である。また、教師自

身のものの見方や考え方によって、その姿の見え方は違ってくる。多くの目で見たことを
重ね合わせることによって、自分には見えなかった幼児の姿や自分の保育の問題点なども
見えてくる。教師には、相互に意見を交わし、互いに幼児を見る目を高めていけるような
人間関係をつくることが求められている。また、評価の妥当性や信頼性を高めていくこと
にも繋がる。 
また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置きながら今日の保育の中で見

られた幼児の姿から、ねらいを達成したか、そのために適切な環境の構成や指導が行われ
たかを評価することが大切である。 

(4) 明日の保育を見通す 
分析・評価から、明日の保育の流れを予想して、どのようなねらいで、どの場面で、誰

に、どのように関わるのか、どのように環境の構成を工夫するのかなど、具体的に計画す
ることが大切である。保育を進めるためには個々の幼児を見る目と集団を見る目の両方が
必要であり、集団と個々の幼児との関係を受け止めて、具体的な保育の手立てを考えるこ
とが重要である。 

保育の記録例（幼稚園） 資料⑲ 
→ Ⅵ－11 教育活動の充実のために

 

 



職場の電話は個人的な電話とは異なり、電話に出た人の印象がその職場全体の印象になる。また、応対

の善し悪しが、その後の事の運びに大きく影響を与えることにもなる。電話で話す時は、相手に敬意を払

いながら「ゆっくり、はっきり、ていねいに」を心掛けることが大切である。

ここでは 「電話の応対」の一例を示すが、人間関係や用件の内容等によってその仕方は異なる。ま、

た、取り次ぎの方法等についても、学校ごとに慣例が異なることがある。各校の実態に応じ、教職員とし

て、社会人として適切な応対ができるよう心掛けていくことが必要である。

電話応対のポイント

(1) 呼び出し音が鳴ったら、速やかに出る。呼び出し音が３回以上鳴ってから出る場合は 「お待たせ、

いたしました 」と添える。また、保留はできるだけ短くする。。

(2) 個人情報（幼児児童生徒、教職員の電話番号や住所等）の問い合わせには応じない。

(3) 外部の方から伝言を受けた時は、自分の名前を最後に名乗り、確実に伝言する旨を伝える。

(4) 外部の方に対しては、教職員に尊敬語を使わない（ただし、教職員の家族や身内に対しては尊

敬語を使う。保護者への応対については、以下のような考え方もある 。。）

第３章 敬語の具体的な使い方

「ウチ・ソト」の関係における問題第３ 具体的な場面での敬語の使い方 ２

【23】 保護者からの電話で、同僚の田中教諭の不在を伝えるときに 「田中先生はおりま、

せん 」と伝えたが、それで良かったのだろうか。それとも「田中はおりません 」と。 。

伝えた方が良かったのだろうか。

【解説１】 この場合 「ウチ・ソト」の意識に基づけば、同僚の田中教諭は「ウチ」の人、

であり、保護者を相手とする場合には「田中先生はおりません 」ではなく、。

「田中はおりません 」と伝えた方が良い。。

【解説２】 同僚の田中教諭に関して「田中先生はおりません 」と敬称を用いた表現は、。

身内の人物は立ててはいけないという「ウチ・ソト」の意識からすれば問題があ

る。しかし、文化庁の「国語に関する世論調査」によれば、生徒の保護者に対し

ては「田中」ではなく 「田中先生」という言い方を支持する人が多い。学校では、、

「ウチ・ソト」の意識よりも、生徒を基準にして、その教師であるという点を

優先させるからだと考えられる。なお 「田中」ではなく 「田中教諭」と職名で、 、

呼ぶ方法もある。この場合は 「ウチ・ソト」の意識から離れ、中立的な言い方、

になると言えよう。

「敬語の指針 （文化審議会答申 平成19年２月）」

電話応対の基礎

→ Ⅳ－８－(5) 学校事務 他



電話の応対事例（参考）

シチュエーション フレーズ 留意点

１ 外線電話が鳴りまし 【朝９時ごろの場合】 ・「 おはようございます。」は、

た。 「おはようございます。○○学校（受信者名）でござ 10時ごろまで。

います。」

【上記以外】 ・受信の際は「もしもし」とは

「はい､○○学校（受信者名）でございます。」 言わない。

・呼び出し音が３回以 「（大変）お待たせいたしました。」 ・５回以上は「大変」を添え

上鳴ってから出た場 る。

合

２ 相手の名前と誰を呼ぶ

かを確認します。

・「 ○○学校の○○で 「○○学校の○○（相手の名前）様でいらっし ・相手の名前を確認する。相手に

すが、○○先生をお ゃいますね。いつもお世話になっております。 対して｢ございます」は使わな

願いします。」と言 ○○(名指し人)でございますね。しばらくお待 い。

われた場合 ちください（ませ）。」 ・該当の職員の名前を確認す

る。

・電話の声が小さくて、 「（恐れ入ります。）少し、お電話が遠いよう ・「 お声が遠い」とは言わない。

よく聞き取れない場 なので、もう一度お願いいたします。

合 （申し訳ございませんが、もう一度お願いいた

します。）」

・相手の名前が分から 「失礼ですが、どちら様でしょうか。」 ・相手に対して「誰」は、使わ

ない場合 ない。

・誰に用があるのか分 「誰をお呼びいたしましょうか。」又は､ ・「 どなた」は、校(園）内の人

からない場合 「誰におつなぎいたしましょうか。」 間には使わない。

・「 ○○先生をお願い 「○○は２人おりますが……」 ・「 進路担当でしょうか。２学年の

します」と言われた 担任でしょうか。」や「 国語科

が、校内に○○が２ の○○でしょうか｡｣などと尋

人いる場合 ねるのもよい。

３ 該当教職員に取り次ぎ ・取り次ぎ時間は、30秒を目

ます。 安とする。それ以上かかる時

は、折り返しの電話が必要か

を確認する。

・内線で連絡を取り、 「○○（自分の名前）ですが、○○学校の○○ ・内線を一度切ってもらう必要

該当の教職員が電話 からお電話です（おつなぎしてよろしいでしょ がある場合や、そのまま内線

に出た場合 うか。）。」 を切ると外線につながる機器も

あるので、接続ミスがないよう

気を付ける。

・校内にいるが、所在 「あいにく、（ただいま）席をはずしておりま ・該当教職員が校内にいること

がつかめない場合 す。」 がはっきりしている場合は、

【相手の意向を伺う】 折り返し電話する必要がある

「お急ぎでしょうか。」 かなど、確認する。

「ご用件をお伺いいたしましょうか。」

「いかがいたしましょうか。」

「こちらから電話させていただくよう申し伝え

ましょうか。」など



４ 該当教職員が不在で
す。

・始業前で、該当教職 「あいにく○○は､席をはずしております。ご用 ・始業前の保護者からの電話は
員が出勤していない 件をお伺いいたしましょうか。」 欠席連絡のことが多い。取り
場合 あえず用件を伺い、病欠の場

合は、「お大事に」と一言添え
る。

・該当教職員が授業中 「あいにく○○は､ただいま授業中です。」 ・伝言はメモを取り、確実に該
の場合 当教職員に伝える。

・相手によって、不在理由の伝え
・該当教職員が出張・ 「あいにく○○は､出張で一日おりません。」 方を工夫する。
年休等の理由で不在 「あいにく○○は､お休みをいただいておりま ・出張や休みについては､詳細を言
の場合 す。」 わない。場合によっては、すぐ

【相手の意向を伺う】 に連絡がつかない状態（○日まで出
「ご用件をお伺いいたしましょうか。」 張）であることのみ伝える。
「いかがいたしましょうか。」など ・緊急時は、学校側が該当教職

員に連絡を取り、相手に連絡が
付くようにする。

５ 不在者への対応につい ・相手の意向に沿って、応対を
て、相手の意向を伺い 工夫する。
ます。

・急用等で呼び出しが 「あいにく、会議中です。いかがいたしましょ ・急ぎの場合は、メモを渡す等
必要な場合 うか。お急ぎでしょうか。」 の状況を考える。

・相手からかけ直す時 【戻る時刻がはっきりしている場合】 ・念のため相手の名前と電話番
刻を聞かれた場合 「（お手数をおかけしますが）よろしくお願い 号を確認しておく。

します。○○は、○時ごろ、出張から戻る予定
です。（お電話がありましたこと、○○にお伝
えいたします。）」
【戻る時刻がはっきりしない場合】
「何時に戻るかはっきりしておりませんので、戻
り次第電話させていただくよう申し伝えましょう
か。（恐れ入りますが、お電話番号をお願いしま
す。）」

・伝言を依頼された場 伝言内容を確認した後、 ・伝言はメモを取り、確実に該
合 「確かに○○に申し伝えます。」 当教職員に伝える。

（「私○○と申します。」、「○○が承りました。」 ・「受け手の名前」を一言添える。
など）

６ 用件が終わったので電 「失礼します。」 ・受話器は、発信者が切ってか
話を切ります。 ら置く（受話器を乱暴に置か

ず、先に手でフックを押してか
ら受話器を置くようにする。）。

※ 取り次ぎを受け、電話 「お待たせいたしました。○○でございま ・待たせたことを詫び、自分の

に出ます。 す。」 名前をはっきり述べる。



別表１　勤務校研修項目との対照表（小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の教諭）

番号 研修項目

章－節－（項） 内　　　容

　Ⅰ－１ 求められる教員の資質能力

  Ⅰ－２ 教職員の服務

  Ⅰ－３ 教職員の研修

  Ⅱ－１ 京都府の教育の基本理念

  Ⅱ－２ 京都府の教育施策推進の視点

  Ⅲ－１－（1） 子どもたち一人一人が未来の創り手となるために

  Ⅲ－１－（2） チーム学校

４ 本校の教育課程と特色ある学校づくり   Ⅳ－１ 学校の教育課程

家庭や地域社会との連携・協働及び学校間の連携

学級事務　他

６ 地域社会・環境の理解と連携   Ⅲ－２ 家庭や地域社会との連携・協働及び学校間の連携

７ 学校段階等間の接続   Ⅳ－２－（5） 学校段階等間の接続

８ 様々な文書の取扱い   Ⅳ－８ 学級・ホームルーム経営

　Ⅳ－２－（1） 育成を目指す資質・能力

　Ⅳ－２－（2） カリキュラム・マネジメント

　Ⅳ－２－（3） 教科等横断的な視点に立った資質・能力

10 主体的・対話的で深い学びの実現 　Ⅳ－２－（4） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

11 言語環境の整備と言語活動の充実 　Ⅳ－２－（4） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

12 道徳教育 　Ⅳ－３ 道徳教育

13 総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 　Ⅳ－２－（９） 総合的な学習の時間・総合的な探究の時間

１4 特別活動 　Ⅳ－２－（10） 特別活動

15 人権教育 　Ⅳ－４ 人権教育

　Ⅳ－５ 特別支援教育

　Ⅳ－２－（7） 特別支援学校における教育課程の編成

　Ⅳ－２－（11）
特別支援学校における道徳科、外国語活動、総合的な
学習の時間・総合的な探究の時間、特別活動の指導

　Ⅳ－２－（12） 自立活動の指導

　Ⅳ－９－（2） キャリア教育

　Ⅴ－３－（5） 教材・教具の活用

17 学校保健 　Ⅳ－６－（2） 学校保健

18 学校安全・危機管理 　Ⅳ－６－（3） 学校安全・危機管理

　Ⅳ－６－（4） 学校給食

　Ⅳ－９－（8） 食育

　Ⅳ－９－（1） 情報教育

　Ⅳ－７－（4）
児童生徒への指導〈携帯電話、スマートフォン等のイン
ターネット利用に関わる課題〉

　Ⅴ－３－（6） ＩＣＴの活用

21 キャリア教育 　Ⅳ－９－（2） キャリア教育

22 伝統文化・グローバル 　Ⅳ－９－（3） 伝統や文化に関する教育（グローバル化への対応）

23 学校教育全体で進める教育活動 　Ⅳ－９ 学校教育全体で進める教育活動

食育・学校給食

  Ⅲ－２
　Ⅳ－８－（5）

学校の教育力の向上を目指して

Ａ　本校の教育

Ｂ　教育活動

期待される教員としての心構え

ＰＴＡとの連携

1

３

５

情報教育20

学校運営と校務分掌

19

本校の教育概要

16 特別支援教育

９ 育成を目指す資質・能力

２



番号 研修項目

章－節－（項） 内　　　容

24 生徒指導 　Ⅳ－７ 生徒指導・教育相談

25 基本的な生活習慣とその指導 　Ⅴ－３－（7） 家庭学習

26 児童生徒理解 　Ⅳ－７－（1） 生徒指導と教育相談の基本的な考え方及び児童生徒理解

27 児童生徒の問題行動 　Ⅳ－７－（4） 児童生徒への指導

　Ⅳ－７－（1） 生徒指導と教育相談の基本的な考え方及び児童生徒理解

　Ⅳ－７－（3） 学校体制の確立と関係機関等との連携

29 不登校・いじめ 　Ⅳ－７－（4） 児童生徒への指導

　Ⅲ－２　　　　　　　　　　家庭や地域社会との連携・協働及び学校間の連携

　Ⅳ－８　　 学級・ホームルーム経営　

  Ⅴ－３－（7） 家庭学習

31 学級・ホームルーム経営の意義 　Ⅳ－８　　　　　　学級・ホームルーム経営　

32 学級・ホームルーム経営の実際と工夫 　Ⅳ－８　　　　　　学級・ホームルーム経営　

33 保護者と連携を図った学級・ホームルーム経営 　Ⅳ－８　　　　 学級・ホームルーム経営　

34 学級・ホームルーム事務の処理 　Ⅳ－８－（5）　 学級事務　他

Ｅ　授業研究

　Ⅴ－１－（1） 年間指導計画・週指導計画の作成

　Ⅳ－１ 学校の教育課程

36 指導計画の作成(2)‐学習指導案の作成‐ 　Ⅴ－１－（2） 学習指導案の作成

37 研究授業(1)‐課題の発見‐

38 研究授業(2)‐事前・事後研究‐

39 研究授業(3)‐課題の整理‐

　Ⅳ－２－（4） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

　Ⅴ－２ 授業づくりの基本

41 授業参観（教科）(2)‐教科教育の基礎技術‐ 　Ⅴ－３ 授業・学習指導の基本技術

42 授業参観（教科）(3)‐授業における児童生徒理解‐ 　Ⅳ－７－（2） 生徒指導の三つの機能を生かした教育活動

43 授業参観（教科）(4)‐授業改善の方策‐ 

44 授業参観（教科）(5)‐視野を広げる‐

　Ⅳ－２ 教科・領域等の指導における基本的な考え方

　Ⅳ－９ 学校教育全体で進める教育活動

　Ⅳ－２－（4） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

　Ⅴ－２－（2）  １時間の授業の組立て方

　Ⅳ－２－（4） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

　Ⅴ－３ 授業・学習指導の基本技術

　Ⅳ－２－（6） 学習評価

　Ⅴ－２－（3） 指導に生かす評価

49 教材の研究 　Ⅴ－２－（1） 教材研究の進め方

　Ⅴ－３－（5） 教材・教具の活用

　Ⅴ－３－（6） ＩＣＴの活用

51 教育実践の評価と課題及び展望 　Ⅴ－２－（3） 指導に生かす評価

52 １年間の研修のまとめ

40 授業参観（教科）(1)‐授業改善に生かす視点‐

学校の教育力の向上を目指して

28 教育相談

30 保護者連携

Ｆ　教育実践の反省と展望

Ｃ　生徒指導と教育相談

Ｄ　学級・ホームルーム経営

46 指導方法の工夫(1)‐個に応じた指導等‐

指導方法の工夫(2)‐問題解決的な学習等‐

指導計画の作成(1)‐指導計画の作成‐35

45 授業参観（領域等）

学習評価

47

48

50 教育施設・設備や教材・教具の有効な活用



別表２　勤務校研修項目との対照表（幼稚園教諭）

番号 研　修　項　目 章－節－（項） 内　　　　　　　容

　Ⅰ－１ 求められる教員の資質能力

　Ⅰ－２ 教職員の服務

　Ⅰ－３ 教職員の研修

　Ⅱ－１ 京都府の教育の基本理念

　Ⅲ－１ 学校教育の在り方

　Ⅵ－１ 幼稚園教育の基本

　Ⅳ－１ 学校の教育課程

　Ⅵ－４ 幼稚園教育要領のねらい及び内容の考え方と領域の編成

　Ⅵ－11 教育活動の充実のために

　Ⅵ－２ 育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

　Ⅵ－５ 環境の構成と保育の展開

５ 指導計画の作成   Ⅵ－６ 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価

６ 基本的な生活習慣とその育成   Ⅵ－10 幼児理解と家庭との連携

  Ⅵ－４ 幼稚園教育要領のねらい及び内容の考え方と領域の編成

  Ⅵ－５ 環境の構成と保育の展開

　Ⅲ－２ 家庭や地域社会との連携・協働及び学校間の連携

  Ⅳ－２－（5） 学校段階等間の接続

  Ⅵ－10 幼児理解と家庭との連携

  Ⅵ－11 教育活動の充実のために

  Ⅵ－７ 保育の実際

　Ⅵ－８ 一日の保育の流れ

　Ⅵ－９ 道徳性の芽生えを培う指導

10 保育研究（２）   Ⅵ－２ 育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

11 学級事務の内容と処理   Ⅵ－８ 一日の保育の流れ

９ 保育研究（１）

４ 環境の構成と援助

１ 期待される教員としての心構え

本園の教育概要と教育目標

７ 幼稚園行事の指導

８ 家庭・地域や小学校等との連携

３ 教育課程の編成と教育活動

２
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